
Fj咋吉秋田勝男鹿半島地語地域院予査報告

中・央気象蓋鷺坂清信阿 波佐谷慶孝

秋田測候所宇津義男向 山本副治-

昭和 14年、5月 1日午後 2時随分頃秋社i勝、男鹿半島に強烈なる地震を

生じ， !1'7島の大部分に豆9て倒潰家屋を生じた。全治-住家 479戸?死者 27

名を出・じたO 地愛現象は特に著しく地jニ，山崩れ等が多数あったっ今i司の地

震は此の地方、としては文化 7年の烈震以来のものであった。

中央気象憂長の命に依り印日出設し翌日現地に到達し一行四名にて 4日間

にぎ.h.3iq震地域を~í村正した己次に其の報告を述べるO

』姑JII港 営地に於いては本震は明かに同程度の強さのものを二用に感じF 最

初の震動を 1分半計りー感じそれが格総したかの如く見えたが再び激震を感じ.

隼 1 岡I 震会央附 J近間(メ印は震央〉
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とれも強い鰻感は 1分宇計りであったり後者の方が柏、 k大きく感じ，家屋の

倒潰も前者よりも後者に図るものがより多かったとのととである。地震に先立

って地鳴を}*ったが向引績く齢震も大館地震前にドンドシ(遠霞の如、きJ地I烏

が先立ってゐるO 方向は北で本山・真山の方向に嘗つてゐるo

本震常時男鹿半島附近;亡富があった。設光現象は認められすτ，:i1f浪の形跡、も

認めF ちれなかった。倉余震の性質は二種あって，ズ・ンと1ごから来るもりも.7I司

vC 1. re:jf立はあった。

首町は埋立地芳、あって地盤は軟弱で，道路tては亀裂相営にあり， • JJJ千の方iこ

は幅 20糎に及ぶ 4ものも認められた。

肱川港町としては全潰 97戸y 三|三潰 119戸y 死者 8名重軽傷者 15名花及

んでゐるが，舵リI!港では目抜きのjEUで杢法家屋が.1.0戸見?主であった。倒w:

方向には N 或ひはeESEがあった己

営地山手の大龍寺，犬に隣捜せる示$明枇の菜石，友t3.'(7)特例は同寺子i柱 030

新!え 40 桝 x200. 籾)は 2 基 \V30~ S Kf到れ，来手7は円w又は尽へ{到jれた

一もの費支個，大理石記念椛:".(ιo料 x40粕i><HO事長)は'.¥V500 S K'伊jれた紳明枇ー

の鳥居花尚一岩直衛 ~10flfìi高さ ;10.0 料!のものは\" :Zlt 尽に倒れた(口給.1r~ifき第

1参:1¥1.¥

震度は烈震程度と考へられ前述の全法家屋t(口総勾畏第 2〉の千t!!.は学涜叉は

支柱に依り宅じて保たれてゐるもの，壁の辛リ落， ;怒るir1'子の破壊が随所に見ちれ

たっ.

があった。(口総応異第:3).高さがJiO

米の僅が海岸側に 50米.J1i'出され崖)抗-

れとなり， との上tにζあつアたとど'コンクリ一

ト!出tUiE水糟は折抑i出さオれLると向時K破壊

さ~"れ"1 ，. ( 口給広お5異畏:第第 4心)!軟i欧攻幻2弱若友赤J主t主二(叶H山} 

砂利)へ水を力加0/へ¥たる粘結.J呆i荘Lとなり土

は新H信鍔丙附~1得母道を泌鴎断j 更ににL海海岸へと J宇判押Ij中iドi出

して鍬;透笠針卒線泉E路持をI型捜担担eめ応;:1:亡線E路持の!側n川j持tにある
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防波壁コシクーリートにて支へ.られ倉余勢で海に落ちたものもあった(第 2闘J。

との矯め遁路氏面じであった家 2軒は約電柱の高さに迄押上げられて死者全

名を出した(第 3圏)。 之は此の附

近の土地が軟弱もある上に貯水槽破

壊による水も加へられた矯めに精深

ョい所より地主二り無味ーとなって抑出さ

れたものと考へられるo 突出した土

砂量は相営多量であった。，

策 <:> 
u 
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主 F各弓F蒋:

男鹿宇島の南海岸で、は東より舶越，脇本y 比誌.初立，金川1，結川港とある

泊ら との金川，規立，比誌が最も被害が激しく，姑川港之に或ぎ船越は地震の

被害とじでは植く少かった。

金JII 嘗地の家屋の全潰は 7割程度で SEに倒れたむのが可成り多数見受

けられた。

土議の SEfと倒れたるもの，階下が完全に潰れ二階が共催一階になったも

のが可成り見受けられた(口絵弱震第そ)0“共の他道路の亀裂議員著であった。

現.立金潰;は 8割程度で， f到潰方向は SS'V 或ひは ~E たるものが多い

(潟異 6)0:家屋はトグン屋根のもの最も多く F 板屋根，茅茸屋根之に次いで

ゐる。此の議は前述の金Jjf同様被害は ・ :第 4闘比詰橋の破損

激甚で，道路亀裂著じく y 比誇橋の桂 + 同而師i同市開¥+ 
ごー一一ー一 τ一 一 r、、、----ーーーー

は落ち道路面の破損は多大であった

(務員 7第 4闘)0 ・

比詰此港は袷海岸より離れた所であるふ溺立騨附近では全潰数個の他は殆

.んど宇潰で軍事前家屋1戸は NEへ 1戸は "¥VN'VI'C.倒れた。騨より北進し問中

予約五、鰐道筋では得道の左側は Eヘ右側の家屋 1戸，vへ倒れ東西の震動で
.筒れてゐる殺に見受けられる。叉一階が完全に潰れ二階が共催一階になったも

のも相蛍K見受けられ要するに伊j潰方向は雑然記してゐ売。此‘の町、Jili:死者1名

あれ附近の石塔は W又は ¥V.I00.Nへ倒れたるものがあった。道路の亀裂

も相首るった。石油グンクは~SS'V ，'C倒れた。

問中 家屋は殆んぎ茅茸家屋で，全戸 50の牛童文は会決で，死者〈子供 3
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名〉重傷者(青年)1名で可成被害が多くγ震動の激烈なーるを思、はしめた。倒

浪方向は NE或ひは ENEが精多かつだ。'問中橋は比詰橋と殆んど同様怠被

害を蒙ってゐた。道路の亀裂も諸所に見受けちれ問中橋附近のものは特に著し

かった。

仁井山 金戸 50戸，全潰5戸共の内.2戸は Sへ倒れてゐた。新しき石垣

等も潰れ道路の亀裂甚しく(潟畏-8)，此の道路は新進の盛土で亀裂の幅は 30

粧に及び共の長さ或物は数十周K及んで、ゐた。

嘗地の某墓地の墓石約 50'基は全部縛倒し'VN'W のもの最も多数， 'WSの
もの次に多く， '大韓 W の成分を多く有す石事が明かであるO 墓石の廻持方向ー

l土反時計燥であった(忠良 9)。

男鹿中村仁井山よ.り出~~---0越えた所は男鹿や村であり被害は激甚で:死者

12名住家全波 69牛漬 105，戸を出したミ

紳田 !j、さ危昔s落で家屋は特集せす=散在してゐ・る。道路の亀裂，崖崩等は諸

所に見受け'られたが家屋の倒渋は極めて少ぐ，全躍と Lて震度 VIとしては袷

弱き方であった。

瀧川 金改家屋は-8・割程度，戸数にして 10戸F他は皆宇utで，死者はたか

ったo土蔵三づ批 $SEにす=ってゐた，

家は大官豊Sに倒れた。

三吉林祉の石の本隼像(高さ 2m)

'W 30
0 

N I'C傾き同所附近の墓石もl司

方向K倒れた(第 5闘)c

.此の違法被害柏，顕著であって，

13町歩の苗代の中 11府r歩は駄目にな

策 5圃 漉川に於け号墓石韓倒

った。とれは後に表示する(警保局調査あり〉。

杉下此の部落は家屋も散見する程度で:飴り特集してお友い己倒説家屋も街

道筋では徐り見蛍ちたかった。道路の亀裂は額著であィラたがp 金鍾として被害

壮大した事なく震度は烈震とじても弱い方と思はれた。

山田 金fR家屋‘ 3J~で他は殆んど牛浪程度，金t貴の内 1 戸は回闘を埋立て

たと思打:れる棋な軟弱な所にあーった。宮地も大鰻:被害は柏少き校様であった。

(56!) ) 



とれより巻野に至、る道路の亀裂は柏目立つ程度で、あった。

巻野!との部落も戸数少く，叉被害も梢少し.宇潰程度宅金潰は街道筋では

免震ら友かった。 IJ、増川河口右岸で、海岸iて面Lたる高さt-J20米位の北西一南

塊は約.2O度の傾斜した

地層の面をとりつ L約

70度の時計様同樽をな

しその一部は海vC:崩れ/f-

ち?とo被-断面は高さ布:J

. ]:")米幅約20米であった

(烏其 10，11，第 6闘)っ

とった両は美事たる鏡汎

(Slickeg side)を去はし，

裂けた山汎には美しい納

粒の砂治(Shalysnlld)の

誤めの地層が一衣はれ，各 J

厨の厚さ-25.......35糎で一生

の居のj沼に叉2;liiil程度の

極〈軟lハ暦が挟まれてゐ

るものがード底の部分にあった。

策打開ー小噌川右阜の山e崩れ地とりー

次t亡述べるIj、増川左岸の大地とりと共に，此の!附近のものは北浦町湯ノ尻よ

り五星合村中谷地に至る腕挺 15粁に11る海岸線上の山崩れ，地とり，崖崩れ

わ;傾く一部に過ぎたいものである円賞に此の附近一帯の地費たるや奇にして寧

‘ろ見る者を Lてa怪異の怖を{躍さしむものあり，主なる!ポ因を土地地盤の軟弱

とするもとれ等の地蓄餐警を惹起せιむ原動j力jの特よ典革にして強大友るは想想H'像裳に飴

りがある，種々綜合して考

j岸宇:対:滑付近の海7水}民i ははe崩れ込んアだご主砂の1潟~ 2町j沖中位までで、す宇字うつとと.黄色く完友主つてぬ
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た。

小増Ji:I左岸の丘陵は会様に

.18
0

"，:，29。の岩層の一つの商でと

り，.命約 30σ時計様岡持をたし

たo.最も開いた所は約30米，東

北東河口の方へと押出し.売。と

第 7園 小企骨川左岸の地主二現

の面積は 1000坪を越える事遁 ・¥ ! 

-かと目測した(第.7園，諸民 12)。とれも美事鏡慨を表はし，奇現象として

e は潟異にある如く電信柱は頭部と腕と別々にたり頭部は逗る電線に釣り千り，

胴は地とりした土塊と共にとった。之より見るに ζの附近の震動が如何に強烈

で然も激じかったか想像される。、地むりの速さも相雷速かった様であるb詳細

は国参照。

此の北海岸の地饗は前述の如〈延長約 15粁に及んで、西は湯ノ尻東は五里合

迄である。湯ノ尻以西戸

賀の海岸は岩演で固い鴬

か山崩れ等は少く，叉五

里会以東も海岸が平坦で?

あった震か少かった。其

の内最も康範閣で大規模

た崖I1T1れは相川より北浦

町K至る海岸 1粁に豆

策 8 闘

結線で問まれた.研は地とり践崩れσ地域(1')仕

るものであるぐ第 8闘参ー 篤長 10，-11奪照，-わけ持主主 12，(3)は寓畏
17， (4) は窮民 1~，べめは主主員 14， 15 :参照。

照〉。

高ぎ約 20米の農は海岸より約 2町奥の地黙より海に崩れ込み，街道'は切

斬され，知iは割れ，崩壊し家屋は険落惨朕を呈してゐるO 相)!H的近にしても 3

~ 3_町歩め虞さに亘り之をー眺ずる事が出来ない位の庚さである(}.~~民 13)0_ 

ー崩れ残りたる問畑i在多く断崖にたり共の附近に於ける範裂議員著で未だ甚だ危険

であるふとれは寧左る崖崩れと考へられない。大地とり的崖崩れとも云ふ可き

でとわ:ml白波じてゐる所もあった。
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相川K於ける墓石約・50筒の内 20箇倒れ其の方向は不定であったが WS¥V

叉は Eのものが多い様で‘あった。

北浦町北浦町の東端部は前述の相川土り績く崖崩れの魚め破壊せられ共の

他地震忙依るもの等全潰 40戸，宇潰49戸，死者 3名，負傷者 11名を出し

た。地とり的のUI.!iJ1れの矯め道路は断片的に明断され叉全潰埋淡家屋 16戸を

:Hし?とf幻呉 14，15)。今

営地は兇l鳴が非常花頻繁で，大鰻地震前に聞え，地鳴のみで地震を感じた

い場合もある。音はドンド.ン或ひはプンプン(営地の人々は}ンノンと形容

す〉と遠くの大砲の如き，或ひは自動車のヱンヂンの如きもので，聞える方向.

l土¥VS"¥V1Mち本山，真山の方向にたってゐる。

北浦郵便局より精主海岸寄りの四辻の角の某商応内では特に地鳴を開くに僚
0 .'l白

ー件兵く殆んど始格断え間たく連結的に問えてゐた。筆者等之を観測した。地l鳴

があって直ぐ来る地震は強く，地鳴があっτ柏主経つで来るませ震は弱いと云ふり

宮地でも本震は明瞭に 2同に感じ地震の前作地I鳴りを開いたと云ふ。

巡査部長小松周作氏の談に依れば，官日は波非常に穏かであづたが，相川の

漁夫は賞地の;ft-J宇塁の沖合に出漁中午後 3時頃ドン J之強く般底を何かにぷ勺

けられた様に 1.1司感じた止の事である O 蓋し海震であらう O 叉同じく相川の

漁夫が時間はキIJ然と Lたいが大韓地震後1時間以内の時，舟の陸上げ中，海商

が 400"'-印0米程沖まで白く友り高さにして 30糎沖の方ヘヲiき，舟のひ.とり

でK陸へ上った様に・見え?と(干潮の時は海水が白くたって引く事があると云

角ふ)がそれより 5分か 10分経って再び海水は元の通りになった由であるo

之を津浪の形跡と見れば見られる様である。之を前:述の海震とを合して考へれ

ば此の海底に多少の地援のあった事を思はせる。

北浦紳祉の干i艦、箆 4基金都倒れ其の方向は "¥V360 N， "¥V 200 N， ¥V 4Qo N， 

B 20
0 

Sで、あ勺た。紅殿は大した被害を受けてゐ友かったが，石燈箆の外記念

碑も倒*.1...，紳輿倉庫は W へ ]0粧す=ってゐた(~it;E呉 16)。

町の1=11心にして海岸より 1町牛計り隔りたる北浦郵便f請すの道路の亀裂は

道路と直角方向にし‘て郵便J，;j向ひに男鹿隠遁所を主{・いて長さ 30問，椛 10純

tζ及び郵i1E:f.，]， ñま詰~所はA に午i.t1t程度に級以し， との、組裂がj~上にある I司所内の

く572) 



士臓の破損も著しかった。

潰関口 此の附近の海岸の崖崩れは人畜の被害は無かったが，相嘗大規模た

ものがあり，回却iが海へ鼠込んだ所があった(弱震 17)~:道路の亀裂破壊，橋

の破損は著しかった。此の部落では街道筋が約 9割の全潰でγ家屋の軽いも

のは倒れ，その方向は S'Wのものもあった。屋根の重いものは其偉やる事注

しに潰れてゐた。附近で観測された 2"，3の倉余震 (5月 4日〉は殆んど初期

徴動ちし昔ものを感ぜ宇，上下動のみを強〈感じi震源の極く近くにあるを思'

は.しめた。全戸‘ 80 戸の内全潰 3'ì 戸，宇漬 23 戸，死者会名ーを出ヒた(-1i~

虞 18)0 ia.J営演関口より五里合村に至る道路の一部は破壊されIJJ越しに交遁

が保たれ，との途中田園の直径 7米程の図形の陥波あり(お畏 19¥之より五

里合村安田に至る道路の破壊は著しがった(反民 20)。

a.里合村 同村は全戸 531中全潰住家 193，同非住家 29，.宇治住家 154，

非住家 19，死者 6.fr，負傷者 14名を出した。男鹿中村と同様最も被害は激

甚であるO

安田(アン‘デン)此の部落は全戸 15戸で全部塗潰であった。残ったりは

納屋の如きもの 1.........字であった。殆んど全部茅葺屋根で，共に依殆んどすτると

となくピシャツと潰れてゐる(潟員 21)。宮地にては主震は其の前K地I鳴を ftf~

ひ殆んE地鳴と同時に地震が来たと云ふ事である。主震は明瞭に 2I司に感じ

第 1伺の地震で殆んど潰れ第 2同のもので潰れたものもあった6

:津浪は認められすτ，徐震は多数ありあ共の前に地鳴をfl~ひ，初期微動は 1......，;，

2秒程度らしい。。

墓石の縛倒は共の方向が不規則であったが，反時計様の同事事も認められたっ.

琴JII五里合村では賞地は安田に次ぎ被害が激甚であった。道路のみたらすz、
¥、、

回畑j畦等に亀裂多く，全戸 64戸の内全潰 52戸，宇潰'10戸，死者 3名，

重傷者 1名を出した。

家屋の事事倒方向は略 NWに一定してゐる所を見ると飴程震動は強かったら

しい。

本(主)震の直前の地鳴は雷の如く“雷か"と云ふ間もなく地震が来た。

5 月 3 日.迄は告余震に地鳴があ、ったが 4 日区は地震があってーも地nJ:.jをf'f~は左い

(573 ) 



場合が多aい。

¥墓石金-10'ケあり ¥V320
0 

S， ~'V. 10
0 

N， NVl， S (-150同事事)，''V 10
0 
N，¥N 

40' N '(20。時計同事事)，其の他に特倒した。

柏、高¥0所の石碑 ¥V40
c
N lZ倒れ，之は石碑のみ友ら宇，墓石等も同方向に

崩れたふ
J ~ 

籍井、:を戸 106戸中金潰 24戸，宇潰多数，.死者 1名，家 'V30
0 

N lZ倒

れたるものあり，一又道路の亀裂は相嘗額著たるものあり f沼貫 22)。‘営地も相

嘗震動が強かったらしい。

鯨JII(シピカワ) 此の漣一帯道路亀裂非常に穎著であるO 被害程度を比較

するに琴)1-1，箱札鮪川の111日序で此慮

は割合に家屋等の被害は少い。嘗地の

墓石は殆んど特倒しその方向は大穂N

が多かった。大きな加速度だったらし

く中には弛り出された様なのもあった

(第 9匿し第 10国 )0

嘗地にある五旦，合村役場助役i度溢氏の

談に依れば，本震に先立って需のま日き音

がLたと思、ふ間も友く地震が来た。引績

く飴震も地11鳥を1'1~ふが 4 FIには合会り問

えたくなったと云ふ事である。-

ー最初11より潟西村， 角関崎〈カクァマザキ〉

に向ふに従ひ地餐も少し角間崎では倒

潰家屋なく，墓石の特倒も少い。強震の

粕、強い程度と思はれる。

策 9園 e 鮪)IH::於ける墓石b轄倒

町一φ
集 10間鮪)11に於ける主主石韓倒方向

N 

w E 

S 

脇本村百J!I 家屋の倒潰は可成り見受けられ 3割程度の杢演と思はれる所

が街道筋に見受けられた。百川神社の記念陣(約:40.糎角、長さ :200..糎)が S

-へ倒れてゐた。 NS方向め道路に特に著しき亀裂が見受けられ(幻員 23)共

炉中最も大なるものは長さ lHÛ 米，幅 30 新~， • i架さ 60粕!税度で道路の中央を道

の方向に走ってゐる。叉同に!町に替f出せる道路の両側約350米亀裂を生じ或は

く574')



崩れてゐた。

梅津ー街道筋でーは 3:""'4書IJ程度の倒潰が.見受けられた所もある。 倫明瞭t二N

.爺 11闘棺津K於lする貯水地堤防♂亀裂 w

も大きいものは方向'E.100'N，長さ 15m，幅・1.5-m深さ Vjrriで共の延長に

山崩があった(局員 24，第 11国)。

ご浦田 街道筋で、ば 2.....，3害rJ方の杢潰が見交けられた:場もある。営地の脇本小

製校の高さ 1 米~石垣 (W'.150 N .ft.走る)40 間程崩壊，略同じ長さで ~_-3<Y '¥V 

に走る石垣は全然破損じてゐ友かった。崩れたる方の石垣は柏、堤の如き迦でど

ちらかと云ふと破損し:易いとも

，思はれるo

同所貯水池の堤防は亀裂多く

切断された水は殆んど流出七"

此の震浸水家屋あり，市代の被

一害は甚大であった(お異 25，・

第四国j。苗代の被害表を後

に掲げる。

第四間

脇本 嘗地官、は海岸に於ける八寝前母一帯の平地と寒風山塊 Eとの境に嘗つてゐ

るo地震に依る被害は激甚と云ふ程ではたく茶臼!峠を越えた所の凋立に比しで

は著しく被害が少かった。脇本騨構内め線路に平行に 90米の長さに亙り亀裂

あり，プラットフ-*.ームの中央を縦断しずその備は 10糎に及ぴプラットフ

(575 ) 



オーム中央で、は 20糎程度であうた。

倒潰家屋の主たるものは秋田鶴療組合脇本診療所，信用組合農業倉庫(半

潰)等で，.脇本騨前の金改民家等と同様，問闘を埋立てた土地の様に極く地盤

の軟弱友所であったOil民 26)ム道路の亀裂も少く，街道筋では殆んど額著友

被害は見嘗らたがった。 jf:i!Jk池の堤防も被害はなかった。船越(/:)銭橋から脇本

騨の聞の線路が間的した。術生鼻崎には崖崩があった。

船越町では 2'度の烈震のとき 1戸倒潰し，地震と同時に議火し全焼住家 9-

戸，非f主家 8戸，合計工7戸が炎上し?と。 f&Jとの附近の二回般越聞の鎖橋が

知的 L，橋脚に寵裂が入った。 250桐程の墓石の中約 1害l同:事倒仁，南西の向

きに倒れたものが多い。

茶臼峠脇本村より肪111港町比誌に至る間の茶日峠は一つの“切遁し '1で

:2 0 米ばかり山を切開いたもので(第 13 闘)，今同の地震の，~め山側の士砂が

・崩壊してー街道を埋め自動車等に依る交通を越

断して，秋了間市方面{から蛤川港，北浦町等の

震災の1.li心への交通を奪った(潟異 27)0

首所は軟弱なーる赤~1二プラ切開いたる面の傾斜

はさじて危険を思はしめない桂度であった

が， .-:1この軟弱|全と震動の急;i敢な震に崩壊Lた

ので、あ ιうo

策 13 固

、と~-­

fir-Ji 

寒風山じ海抜 3;)4~7 米)前述の如く，此の休火山，である寒風山を遡る地域

は被害が甚大で、あったが，山兵物と・しては何等の被害はないと云つ1よいであ

らう O 勿論山麓の東ー部で、は道路(農道)の亀裂，小規模なる崖崩れ等相嘗の数

に上ったの北麓瀧ノ~員(海抜 101 米〉には梯戸村の水揚H亡左ってゐる沼あり，

その東ffllj雑木林が地盤傾斜し，亀裂が多く沼が危機に頻した。湧出奔流する地

下水も幾分以前よ!り)は濁つたと云ふ

f裳民風!l山I1は{休4本t火山である魚かれ， “今度は去語繊乱山治が;爆設する"と古か亙大き友地害制|リjれ

古が~ C)声たニとか流言.σの〉的lに亡なつた様でで、ある治がfち-今今J度のf地也震に釘しし‘てば何等の取立て

て云aλふh可き木，γLどバi{(.l"い内、:Jの閥係ありとは尼、!は士れ友い6

梯戸村小深見.蛍地ではど全戸数 190戸中全治 8戸，宇治は 17戸で死傷者

( 576) 



‘は無かった。倒潰方向は N が多く幾分 FJ.もある。本震には地鳴が伴つ七，

2 .~司 K感じ 2-度目の方が大きく-感じたと云ふ事で、ある。堂地に焚ける墓石の

縛倒は 70.%;で飴り.明瞭ではた0:が Nーユ-8-の成分が精多い様である。

長根嘗地では 255‘戸中全潰 1壬戸，宇潰 50戸で此の他少じ傾いたもの

大宇である。全潰のものは茅葺が主であるO 家の傾きは北精西寄りであるo

本震では地鳴が先立ち〔あっ」と云ふ間に地震が来た之の事である3地震は 2

・3司に感じ第1同で倒れたものが多い(忠良 28)。

市内では倒潰家屋は無く，壁に亀裂は甚しく入づた程度で、地震と同

時に市内の薬種胸倉庫よりを愛火倉庫 2棟を焼失した。電信，電話，電燈線等

に故障は友かった。内務省土木出張所の木筋の建物が般損した、(潟異 2H)。鷹

匠町赤十字病院前の道路が地刻して水を吹き・出したわ又市役所の煉瓦造り.1:

尺 5寸角の門柱が三つ程に折れーて倒れた。 酔j底の硝子の破損，家が多少傾い

紫 14 間土問ii巷樟 i良記象
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く此の港に於ける内務

省土木局雄・物川改修事

務所の検潮儀記象によー

って津浪の存在を確設するととが出来

た0 ・議震後 20分にして津浪は到達し念

封.ーして第一;樋高 17料に達L最大金拡-幅

は 27艇で、あり共遡期は約 20分であ

る。主要なものはー振動のみで以下 5

練内外のものが 4時間程縫綾した。'強

震後 20分で津浪が到達したととから見

て此の津浪は~~立沖で渡したものであり

如何様に概算するも北浦沖からは此の時'

問では到達し得危い。

幅



男鹿宇島現地~C於ぃτ 筆者等の観測せる徐震は大健第 1 表の如きもので，そ

勿論鐙感観測である。後震時をとった時汁は 1.......2分の誤差を含む。北浦ピ於

ける地1.1.1鳥は特に明瞭で相蛍の強い風が吹いてゐたが開きとれた。日中は多くー，

個所に停止してゐる事が少く，従って観測泊来たかった。

結語.-男鹿手ド島を遠望すれば高からざるーニイ同の山地があり，ーは東部にある

寒風向(死火山)にして他は其

の西部を市むる員UJ，本山芝、あ

る。此の宇島は二例の砂洲医よ

りて本陸に結びつけられ共の問

に八郎潟を抱く，叉寒風山の商

都の南なる初立と北方なる北浦

町とを連結す今る低地は今日河川

の流る L谷であり旦地質構法上

重要注る所であると云ふ。

{持賓地踏査から見て地費や倒

法家屋の最も多ーい区域は四つの

都欣をたした部分に分けて見る

ととが出来るム邸ち男鹿半島の

北海岸線で北浦から五型合K至

る約.15粁に亙るものと，之と

反差H乙南海岸で般}11かち脇本に

至るがj、6粁に亙るものと， ~長令

風山と良山本山との間の低地

を走るもの邸ち初立.比ii古，瀧

}II，演開口等を遁る線，並びに

寒風山の東麓を南北に走る地一併

とであるム見方をかへれば此の

地域は寒風山の周聞と共の三つ

の海岸を北浦及び高ft川の方面へ.

策 15 園初動分布闘
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延長させた部分:であるとも-言へゃう。

然したがら就中最も地饗の甚だしかったのは北浦町から演関口に至る海岸で

ーあづて3見たま Lのポテンシャルヰネルギーの減少も決して僅少で、はヌ互い。此

‘の海岸は頁岩，砂岩或は更に脆弱たる赤土からたり強い地震事~VC.際しては嘗

然崩壊される所であらうと思はれる所であるが共の地愛の規模の大にして而か

も陸地内に 100¥r米も 206米も地とり的陀崩壊せる所が幾個所も引績いて見受

けられるととは皐なる地震動に上る崖崩れ叉は山崩れと見るよ 4り寧ろ一つの地
司曹

震断層線と見るぺきかも知れぬ0此の線の延長上にある湯本では温泉の湧出量

が激増し温度も 20--aO度も上昇し回固に湯の湧出した事責も断層線上の現象

とし℃首肯される。命第 15固化見るが如く P波の節線の一つは此の亀裂紘

に沿ふて引くととが出来る O 叉他の一つの節線は初立.北詰，瀧)1.1，演間口等

ーを結ぶ弱線を遁して引く事が出来る。

斯様に考ヘるときは地殻表層に於いて西北西一東南東の方向の底力従って之

に垂直方向の張力により男鹿牛島の

地殻が破壊されh 此の底力の方向と

犬'々 45度であるこつの互に直角に

交はる破壊線f!pち北浦正潰間口附近

の海岸線の破壊ι略J之氏垂直に交は
る凋立・比詰・瀧川・演間口を結ぶ

被害地帯とを生じたま見るととが出

来ゃう。而して震央は共の交黙たる

演関口附近‘とするもーづの見方であ

ると著者等ほ考へるものである。依

って踏査の結果としては共の観察事

項と地震計の示す初動とからして登

震機構の考へを入れで震央は潰関口ー

附近で東経.139
0

49';北緯3.9
0

57'と

定める。

策 16国震度分布固

σ 

震源域f!pち此の地震による地髪がc
l徴震

n軽震
m 弱震 V 強震

lV 中震・ VI烈震
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皐充足る観察で何等がの形に於いて認められる地域は此の震央を中心とする宇償

却粁程の圏内である。故に遁常の、意味の震源は非常に・海丈約10粁位と考へ

られる。而して震源古£極めて浅いととは第 16固に示すが如く震源域で極めて

強烈なる地震の割合に一般の震域が庚くたいととからも首肯され，叉走時曲線

の形からも決定出来る。

墓石・石燈書室等の車事例方向及び家屋の事事倒方向等は一括して第 17聞に示し

策 17 固轄倒方向分布園

M、

5 1(~ . . 

-.. 

て見た，乙れは方向(の精雑然たるものは平均をとり，数個づ Lはっきりとした方

向を持つものはその各主を，数の少いものはその 2--3の方向でまミる，が他の

強烈なる地震の際よく見受けられるが如き規則立った配布は見られたい。

最後に津浪は一般には認められ宇、注意深き漁師が見たものがる。たのみで前

述の如く検潮儀記象で土崎ぐ秋田市の北西約7粁〉で金振幅約.27糎のものが

現はれ，叉青森螺西海岸り岩崎の検潮儀は僅に共の痕跡、を認める程度であう

た。叉相川の沖で海震を減じた漁師もあった。之等の事柄から地震津浪は多少

生じ叉男鹿半島の北海岸と南海岸・の沖とで各別個に生じたと解されるが共の原

図?とる海底の地愛には大なるものはたかったと推定出来る。

(附)"f到潰家屋百分比分布 各部落別の倒潰家屋敷は第 2表の如きもの
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第二 -2 表

lv-一一生一一一i一こと〉綿戸薮全戸数壊学戸数接
百分|:?ぞうFf空軍比

高秋田部脇本村

脇 ホ: 332 O 11 - 相 }![ 

飯. ノ F . 25 O 11 - 安 金; 寺

脇本鴎前 ‘ 53 3 ‘4 6 西 *-ー口

同 谷 津 38 O O 一 野

疋Mヨs「 局.A.. 38 .21 14 5 ・・ e 欝 本

大 倉一 111 

飯 ノ 森 441 11 

浦喝 回 111 24 

栂 ー津 83 31-

百.一 JII 

計 9311-511 2161' 5J1 :山 国

中 間 口

南秋田郡五里佳村 ー潰 間 .口 '"̂ 

最有 : JII 77 町 国

中 石 147 巻 .野
‘: 

神 谷 128 杉 下

箱 井

琴. JII 

計

甫秋田郡加JJj倦町

員 47d5h1Pf1 JJI 

下 金 Jft 

上 金 )1( 

ー初 立

比 詰

回 中

仁井 山

持 生

日 ltJ11141ぅ11 角 間 時.
.計

草島 木

議 村

桧 木 海

く581). 



:で二即¥落¥名二二一戸¥¥と骨 ι 縛戸数全戸壊敷戸宇数接
百分元戸ぺ竺線:戸数全戸壊数宇戸壌数 百比分比

1--

本 内 39 C 41 -- 潰 中 12 O O ー

繭 米 内 104 '11 19 1 ・堕 56 01， 0 ‘ー

主 荘 271 (] 31-~ 加茂本村 98 O 11.-

野 石 100 1 17 1 計 305 2 61" 1 

宮 揮. J30 -11 15 1 

釜 谷 地 77 81 15 10 南秋田郡南磯村
b 

石・回河原 16 11 10 6 甫' 卒ー 津 80 O 01 ~ 

五ー 明 光 36 31 16 8 噌 JlI 82 01 0 

八面市川 29 1 I .3 3 女 "jll 101 O 01 -

計 .860 22 154 3 蓋ー 自身 63 O 3 ー

椿 119 1 1 1 
ー/.

山本郡潰口村 双 ，.、e ー66 O 11 

積 回 259 31 43 1 11、 .潰 46 O o 一一二
大 n 161 OJ 23 本山門、前 52 O O ー
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南秋田郡戸賀村 山本郡能代港町
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でとれを金戸数との百分比を求めーさその分布、を求めて見ると，第四国の如く

なる。ーとれ托依れば北浦一五里合の海岸線，演間日一一初立の低地が倒潰の百分

比が大に怠ってゐる。

村として百伊比の最も宅大友るは五里合村の 41%，ヲえは男鹿中村の 16%，般

川港町北浦町の各 996で、あ力?と0，

秋田測候所に於ける金震同数

5月 1日よ.9'7 日迄の秋田測候所に於ける今岡の地震の飴震同数は第 19

聞に示した様たもので， 日数と共に其の同教は釘数減衰を示してゐるO 意*同測

(582 ) 



第 18 園倒潰家屋百分比'分布固
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候所の震夫距離は約 38kmあるから震夫附近に於けるよ bは逢かに湾設が少

い事は明かで、ある0・
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